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5. 推奨ギヤオイルをオイルドレンプラグ
穴から注入してください。

6. 注入したオイルがオイルレベル穴から
出はじめたら、オイルレベルプラグを
締め付けてください。

7. オイルドレンプラグを即座に締め付け
てください。

8. 10 分ぐらい経過したら、ギヤオイルレ
ベルを点検してください。
（この章の「ギヤオイルレベルの点検」
の項を参照）
ギヤオイルのレベルが低い場合は、ギ
ヤオイルを規定のレベルになるまで補
充してください。

9. オイルレベルプラグを確実に締め付け
てください。

■ギヤオイルレベルの点検
ギヤオイルレベルの点検は、オイルレベル
プラグを取り外して行います。
船外機をまっすぐに立てた状態で、オイル
がオイルレベルプラグ穴の下端まであれ
ば、オイルレベルは適正です。

アノード
アノードは、船外機を腐食から守る犠牲金
属で、使用時間の経過とともに減少しま
す。
定期的に点検を行い、新品の大きさの 2／
3 ぐらいまで減ったら、新しい物と交換を
してください。

推奨ギヤオイル；
スズキアウトボードモーターギヤオ
イル
または
ハイポイドギヤオイル SAE90 ､
　　　　　　API 分類 GL-5 相当品

ギヤオイル規定量  約 1050ml

注　記

オイルドレンプラグやオイルレベル
プラグの緩みは、ギヤケース内への水
の浸入の原因になります。
各々のプラグは、新しいガスケットを
使用し、確実に締め付けてください。
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バッテリー注　記

･アノードに塗料等を塗ると電蝕防
止の効果が無くなります。
アノードに塗料等を塗らないでく
ださい。

･アノードの効果を確実にするため
に、アノードの表面を定期的にワイ
ヤーブラシ等できれいにしてくだ
さい。

･アノードは、船外機の腐食を防ぎま
す。必ず所定の位置に取り付けてく
ださい。

シリンダーブロック/ヘッド内部に取
付けられているアノードの点検と交
換は、スズキ取扱店に依頼してくださ
い。

 警　告

･バッテリーは、引火性のガスを発生
し、引火爆発のおそれがあります。

･バッテリーの付近では火気を絶対
に使用しないでください。
また、バッテリー付近でスパーク
（火花）を発生させないでください。
･バッテリーケーブルをバッテリー
から取り外すときは、電機回路が
OFF 状態になっていることを確認
し、マイナスケーブルを最初に、次
にプラスケーブルを取り外してく
ださい。

･ケーブルを取り付けるときは、プラ
スケーブルを先に取り付けてくだ
さい。

･バッテリーの充電作業は、換気が良
く、風通しの良い所で行ってくださ
い。

･バッテリーを取り扱うときは、保護
具｛保護メガネ（ゴーグル）、ゴム
手袋等｝を身につけてください。

･バッテリー液（希硫酸）が目や皮膚
につくと失明、やけど等、その部分
が侵されますので十分に気を付け
てください。
万一、付着したときは、直ちに多量
の水で洗い流し、早急に医師の治療
をうけてください。

 注　意

バッテリーには、バッテリー使用上の
警告ラベルが貼られています。
使用前に警告ラベルをよく読んでく
ださい。

バッテリーは、バッテリーメーカーの
説明書の指示に従い、保守・点検をし
てください。



77

簡単な点検・整備

■バッテリー液量の点検
･ バッテリー液面が各槽とも下限レベル
（LOWER LEVEL）と上限レベル（UPPER
LEVEL）の間にあるかを点検してくださ
い。

･ 液面が下限に近づいたら、上限まで
バッテリー補充液（蒸留水）を補給し
てください。

■バッテリー液の補給
1. キャップを取り外し、各槽ごとに上限

レベルまでバッテリー補充液（蒸留水）
を補給してください。

2. 補給後は確実にキャップを締め付けて
ください。

ボルト＆ナット
船外機の主要構成部品の締付ボルトと
ナット（シリンダーヘッドカバーボルト、
エンジン締付ボルト、ロワーユニット締付
ボルト等）に緩みがないかを点検してくだ
さい。
締付けに緩みがある場合は、増し締めをし
てください。

バッテリー端子の偶発的なショート
を防ぐために、プラスバッテリー端子
に絶縁カバーを取付けてください。
絶縁カバーが必要なときは、スズキ特
約店またはスズキ販売店にご相談く
ださい。
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給油／給脂
船外機の各作動部のスムーズで確実な作動を確保するために、定期的に給油／給脂を行う
ことが必要です。
次に給油／給脂箇所と推奨油脂を記載します。

 :スズキ ウォーターレジスタントグリスを塗布してください。
(グリスニップルにはグリスガンを用いて注入してください。)

ステアリングブラケットへグリスを注入するときは、その前に船外機をチルト角が最
大になるまでチルトアップさせてから行ってください。

W

W W

W

W W

W
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プロペラ

■点　検
･ プロペラに過度の摩耗、損傷、欠け、曲

がり、腐食がないかを点検してくださ
い。

･ 点検の結果、損傷等が著しいものは、交
換してください。

■プロペラの取外し
プロペラの取外しは、次の要領で行ってく
ださい。

1. コッタピンを伸ばし、取り外してくだ
さい。

2. ナットを緩め、取り外してください。

3. ワッシャー、スペーサー、プロペラ、ス
トッパーを順次プロペラシャフトから
取り外してください。

■プロペラの取付け
プロペラの取付けは、次の要領で行ってく
ださい。

1. プロペラシャフトにスズキウォーター
レジスタントグリスを塗布してくださ
い。

2. ストッパーをプロペラシャフトに取り
付けてください。

 警　告

プロペラの取付け、取外しを行うとき
に注意を怠ると、重大な傷害を招くお
それがあります。
偶然にエンジンが始動することを防
止するために、プロペラの取付け、取
外し等を行う前に、次のことを実施し
てください。
･リモコンレバーをニュートラル(中
立 ) にしてください。

･ロックプレートをエマージェン
シーストップスイッチから取り外
してください。

･バッテリーケーブルをバッテリー
から取り外してください。

 注　意

プロペラブレードは、薄く鋭利で不用
意に取り扱うとけがのおそれがあり
ます。
･交換や異物の除去作業時には、手袋
をして気を付けて行ってください。

･手を保護するために、プロペラナッ
トを緩めたり、締め付けたりすると
きは、プロペラブレードとアンチ
キャビテーションプレートの間に
適当な木片を置き、プロペラをロッ
クしてください。
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3. プロペラをプロペラシャフトに取り付
けてください。

4. スペーサーとワッシャーをプロペラ
シャフトに取り付けてください。

5. プロペラナットをプロペラシャフトに
取り付け、50 － 60N ･ m（5.1 － 6.1 kg-
m）のトルクで締め付けてください。

6. コッタピンをシャフト端の穴に通し、
ナットが緩んで脱落しないように折曲
げてください。

エンジンカバー
エンジンカバーの取付けに緩みがないか､
エンジンカバーフックレバーの操作が重
すぎないかを点検してください｡緩みがあ
る場合､レバーがスムーズに操作できない
場合は､次の要領で調節をしてください｡

1. エンジンカバーを取り外してください｡

2. エンジンカバーの内側にあるブラケッ
トを締め付けているボルトを緩めてく
ださい｡

3. ブラケットの位置を調節し､ボルトを
締め付けてください｡

4. エンジンカバーを取り付け､エンジン
カバーフックレバーで固定してくださ
い｡

5. エンジンカバーの取付けに緩みがある
場合､フックレバーがスムーズに操作
できない場合は､ブラケットの位置を
再度調整してください｡

･カバーの取付けに緩みがある場合
は、ブラケットを矢印 A方向に動
かしてください｡

･レバーの操作が重すぎる場合は､ブ
ラケットをB方向に動かしてくだ
さい｡

エンジンカバー
ブラケットブラケット

ボルト
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つや消し塗装
つや消し塗装船外機は、つや有り塗装船外
機とお手入れの方法が異なります。

つや消し塗装船外機は、横置きにして運搬
しないでください。

注　記

つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりすると、塗装面が変化すること
があります。
つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりしないでください。

注　記

つや消し塗装面をコンパウンド入り
ワックスで強く磨くと色むらが生じ
る場合があります。
つや消し塗装面にコンパウンド入り
ワックスは使用しないでください。

注　記

つや消し塗装面に固形ワックスを塗
ると、拭き取りが困難になることがあ
ります。
つや消し塗装面に固形ワックスは使
用しないでください。

注　記

船外機を横置きにして運搬すると、船
外機の下に敷くクッション材（毛布、
発泡スチロール等）との摩擦により、
つや消し塗装面が変化することがあ
ります。
船外機を運搬する場合は、立てた状態
で船外機運搬用台車に固定して運搬
してください。
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冷却水経路の洗浄17

船外機のご使用後は、その都度真水で冷却
水の通路を洗浄してください。

洗浄のしかた

■まっすぐに立てた状態で洗浄する場
合
1. エンジンを停止してください。

2. エマージェンシーストップスイッチか
らロックプレートを取り外してくださ
い。

3. フラッシュプラグを緩め、取り外して
ください。

4. フラッシュホースコネクタをフラッ
シュプラグが取付けられていた穴に取
り付けてください。

5. 水道のホースをフラッシュホースコネ
クタに接続してください。

 警　告

回転しているプロペラに触れると、け
がのおそれがあります。
洗浄中にエンジンを始動しないでく
ださい。

冷却水経路の洗浄は、船外機附属品の
フラッシュホースコネクタを用いて
行ってください。

フラッシュプラグは、エンジンのフロ
ントパネルと左舷側の図示位置にあ
ります。 洗浄は、どちらかのプラグを
取り外し、そこにフラッシュホースコ
ネクタを取り付けて行ってください。
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6. 水道栓を開いて送水します。
検水口とプロペラボスから冷却水が充
分に出ていることを確認してくださ
い。
この状態で５分間以上、水を流し続け
てください。

7. 水を止めた後、まっすぐに立てた状態
で 2 分間以上、水が落ちるまで待って
ください。

8. トリム角を20度以上まで大きくしてく
ださい。

9. まっすぐ立てた状態までトリム角を戻
してください。

10.洗浄が終わったら、フラッシュホース
コネクタを取り外し、フラッシュプラ
グを元の位置にしっかりと締め付けて
ください。

11.船外機の外部を真水で洗浄し、乾いた
布で水分を拭き取ってください。

■チルトアップした状態で洗浄する場
合
1. 船外機をチルトアップしてください。

2. この章の「洗浄のしかた」まっすぐに
立てた状態で洗浄する場合の 1 ～ 6 項
を参照してください。

3. 船外機が地面に付かない範囲でできる
だけトリムを下げてください。

4. ギヤケースおよび検水口から水が出な
くなったことを確認してください。

5. チルトアップし、左に転舵してくださ
い。

6. 洗浄が終わったら、フラッシュホース
コネクタを取り外し、フラッシュプラ
グを元の位置にしっかりと締め付けて
ください。

7. 船外機の外部を真水で洗浄し、乾いた
布で水分を拭き取ってください。

注　記

フラッシュプラグの締付け不良は、冷
却水が漏れて、エンジンがオーバー
ヒートをする原因になります。
フラッシュプラグは、確実に締め付け
てください。

注　記

つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりすると、塗装面が変化すること
があります。
つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりしないでください。

注　記

フラッシュプラグの締付け不良は、冷
却水が漏れて、エンジンがオーバー
ヒートをする原因になります。
フラッシュプラグは、確実に締め付け
てください。

注　記

つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりすると、塗装面が変化すること
があります。
つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりしないでください。
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長期格納18

格納前の整備
船外機を格納する前に点検・整備を行って
ください。
この点検・整備は、お買い上げいただきま
したスズキ特約店またはスズキ販売店に
お持ち込みいただき、依頼することを推奨
します。
オーナーの方がご自身で、この点検・整備
を行う場合は、次の要領で行ってくださ
い。

1. 水上でエンジンを始動します。

2. エンジンをアイドリングにした状態で
燃料タンクのコックを「閉」にして、し
ばらく運転します。

3. エンジンを停止した後、船外機の冷却
水通路を真水で洗浄してください。
冷却水通路の洗浄：
「17 冷却水通路の洗浄」の章を参照して
ください。

4. エンジンカバーを取り外してくださ
い。

5. ベーパーセパレーターのドレンスク
リューを緩めて燃料を容器の中へ抜い
てください。ドレンスクリューをしっ
かりと締め付けてください。

6. 燃料タンクの中に燃料が残っていた
ら、燃料を抜き取ってください。

7. 給油／給脂箇所にグリスを注入してく
ださい。
給油／給脂箇所：
「 簡単な点検・整備」の章、給油／
給脂の項を参照してください。

8. バッテリーを取り外してください。
バッテリーは、乾燥した、涼しい場所
に保管してください。

注　記

こぼれた燃料をそのまま放置すると
塗装のしみ、変色などの原因となりま
す。
こぼれた燃料は、ただちにやわらかい
布などでふき取ってください。

ベーパーセパレーターのドレンスク
リューを緩めるときは、その前にサイ
ドカバーを取外す必要があります。
サイドカバーの取外し／取付け方法
は、取扱店にご相談ください。

16
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9. 船外機の外部を真水で洗浄し、乾いた
布で水分を拭き取ってください。
高圧洗浄機を使用するときは、船外機
外部の洗浄のときにのみ使用し、洗浄
ノズルと船外機本体との距離は十分に
離してください。

10.船外機は、直射日光を避け、乾燥した、
風通しの良い場所に立てて保管してく
ださい。

格納後（使用前）の整備
長期格納後、再び使用する前に、次に示す
点検・整備を行ってください。

1. スパークプラグを点検してください。
汚損が著しいものは、交換してくださ
い。

2. ギヤオイルを交換してください。
ギヤオイルの交換：
「 簡単な点検・整備」の章、ギヤオ
イルの項を参照してください。

3. エンジンオイルを交換してください。
エンジンオイルの交換：
「 簡単な点検・整備」の章、エンジ
ンオイル交換の項を参照してくださ
い。

4. 給油／給脂箇所にグリスを注入してく
ださい。

5. 船外機の外装部をきれいに掃除してく
ださい。

6. 良好な状態のバッテリーを取り付けて
ください。

注　記

つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりすると、塗装面が変化すること
があります。
つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりしないでください。

注　記

つや消し塗装面をコンパウンド入り
ワックスで強く磨くと色むらが生じ
る場合があります。
つや消し塗装面にコンパウンド入り
ワックスは使用しないでください。

注　記

つや消し塗装面に固形ワックスを塗
ると、拭き取りが困難になることがあ
ります。
つや消し塗装面に固形ワックスは使
用しないでください。

注　記

つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりすると、塗装面が変化すること
があります。
つや消し塗装面を強くこすったり、磨
いたりしないでください。

注　記

つや消し塗装面をコンパウンド入り
ワックスで強く磨くと色むらが生じ
る場合があります。
つや消し塗装面にコンパウンド入り
ワックスは使用しないでください。

注　記

つや消し塗装面に固形ワックスを塗
ると、拭き取りが困難になることがあ
ります。
つや消し塗装面に固形ワックスは使
用しないでください。

16

16



86

トラブルと対処

トラブルと対処19

トラブルシューティング
故障は、常日頃の行き届いた点検・整備により未然に防止することができます。
故障の多くは、取扱いの不慣れや整備不良に起因しています。
故障、不具合が発生したときは、スズキ特約店またはスズキ販売店にご相談ください。
次に最も多いと考えられる故障と、その推定原因を列記しますので参照してください。

症　　状 推　定　原　因 処　　　置

スターター
モーターが
回らない

･ロックプレートがエマージェンシース
トップスイッチに取り付けられていない

･ロックプレートをスイッチに取り付ける

･メイン 60A、またはスターターモーター
（30A）ヒューズ切れ

･スターター回路に異常がないか調べ、新
しいヒューズに交換

･サブバッテリーケーブルのヒューズ切れ ･配線に異常がないか調べ、新しいヒュー
ズに交換

･リモコンレバーがニュートラル位置でな
い

･ニュートラル位置にする

･バッテリーの容量低下、または容量不足 ･バッテリーの充電、推奨バッテリーを使
用する

･バッテリーターミナルの緩み、または腐
食

･ターミナルの締め付けと清掃をする

･スターターモーターの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･イグニッションスイッチまたは、エンジ
ンスイッチの故障

･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･電気配線の接続不良 ･接続状態の点検、修正をする。スズキ取
扱店に相談

エンジンが
始動しない

･燃料タンクが空 ･給油をする

･燃料の汚れ、または古くなっている ･新しい燃料と入れ替える

･エンジン始動手順の間違い ･取扱説明書「エンジン始動」の項を参照
する

･燃料タンクのエアーベントが開いていな
い

･エアーベントを開ける

･燃料ホースの接続不良、またはねじれ ･燃料ホースの取り回しと接続状態を点検
する

･燃料フィルターの詰まり ･燃料フィルターを清掃する。又は交換す
る

･燃料ポンプの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･燃料タンクフィルターの詰まり ･詰まりを除去、スズキ取扱店に相談する

･スパークプラグの不良、または故障 ･スパークプラグを点検、交換する

･イグニッションシステムの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･電気配線の接続不良、または損傷 ･接続状態の点検、修正をする。スズキ取
扱店に相談

･エンジン内部部品の損傷 ･スズキ取扱店に修理を依頼する



87

トラブルと対処

アイドリン
グ／トロー
リング回転
が不安定

･スパークプラグの不良 ･スパークプラグを点検・交換する

･燃料ホースのねじれ、または折れ曲がり ･燃料ホースの取り回しと接続状態を点検
する

･燃料ホースの接続不良 ･燃料ホースをしっかりと接続する

･燃料の汚れ、または古くなっている ･新しい燃料と入れ替える

･燃料フィルターの詰まり ･燃料フィルターを清掃する。又は交換す
る

･燃料ポンプの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･イグニッションシステムの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･エンジンオイルの選択不適当 ･推奨エンジンオイルと入れ替える。スズ
キ取扱店に相談

･サーモスタットの作動不良 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･電気配線の接続不良 ･接続状態の点検、修正をする。スズキ取
扱店に相談

・警告表示
がでる

（警告ブザー
がなる）

（警告ランプ
が点灯する）

（エンジン回
転規制が働
く）

･エンジン冷却水経路の詰まり ･エンジン冷却水の吸水口を点検・清掃す
る

･サーモスタットの作動不良、故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･ウォーターポンプの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･オイルチェンジリマインダーシステムの
作動

･エンジンオイルを交換する。「取扱説明
書・オイルチェンジリマインダー」の項
参照

･エンジンオイル不足、又は劣化 ･エンジンオイルを交換し、規定量まで入
れる

･オイルフィルターの詰まり ･オイルフィルターの交換をスズキ取扱店
に依頼する

･オイルポンプの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･プロペラの損傷 ･プロペラを交換する

･バッテリーの容量低下、又は劣化 ･バッテリーの充電をする。又は推奨バッ
テリーに交換する

･エンジン制御センサーの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･電気配線の接続不良 ･接続状態の点検、修正をする。スズキ取
扱店に相談

シフト操作
ができない

･リモートコントロールシステムの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

プロペラが
回らない

･プロペラブッシュのスリップ ･プロペラを交換する

･ドライブシャフトの損傷 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･プロペラシャフトの損傷 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

症　　状 推　定　原　因 処　　　置
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トラブルと対処

航走スピー
ドが遅い

（出力がでな
い）

･プロペラの損傷 ･プロペラを交換する

･プロペラの汚れ（貝、藻等の付着） ･プロペラを掃除する

･プロペラの選択が不適当 ･プロペラを交換する。スズキ取扱店に相
談

･船外機の取付け高さ、位置不良 ･調整する。スズキ取扱店に相談

･トリム角の調整不良 ･調整する

･警告機能の制御の作動 ･取扱説明書「6. モニターシステム」の
項を参照する。

･スパークプラグの不良、又は選択間違え ･交換する。スズキ取扱店に相談

･燃料ホースの圧迫 ･燃料ホースの取り回しを点検・修正する

･燃料フィルターの詰まり ･燃料フィルターを清掃する。又は交換す
る

･燃料の汚れ、または古くなっている ･新しい燃料と入れ替える

･燃料ポンプの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･イグニッションシステムの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･リモートコントロールシステムの故障 ･スズキ取扱店に点検・修理を依頼する

･積荷の積載位置が不適当 ･積荷の位置を点検・調整する

･ボート（船底）への水の浸入 ･船底のビルジを排出する

･ボート（船底）の汚れ、又は損傷 ･船底を清掃する。又は修理する

振動が大き
い

･プロペラの損傷 ･プロペラを交換する

･船外機取付けボルトの緩み ･増し締めをする

･各部の締付けボルトの緩み ･増し締めをする。スズキ取扱店に相談

症　　状 推　定　原　因 処　　　置
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トラブルと対処

ヒューズが切れたとき
スターターモーター等の電気系統の装置
が作動しないときは、ヒューズが切れてい
ることが考えられます。

･ヒューズの点検と交換

1. 電気回路が OFF 状態になっていること
を確認してください。

2. エンジンカバーを取り外してくださ
い。

3. ヒューズボックスのカバーを取り外し
てください。

4. ヒューズを引き抜いてください。

5. ヒューズが切れていないかを点検して
ください。切れているときは、同じ容
量のヒューズと交換してください。

 警　告

容量の大きいヒューズ、針金、銀紙な
どと交換すると、配線などが焼損する
原因になります。
ヒューズは同じ容量のものと交換し
てください。

ヒューズボックスカバーヒューズボックスカバーヒューズボックスカバー

ブレードタイプのヒューズの取外し、
取付けは、ヒューズボックスのカバー
の裏側にあるピンセットを用いて
行ってください。
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トラブルと対処

ヒューズ容量
1スターターモーターリレーヒューズ：30 A
2イグニッションコイル／

インジェクター／ ECM：30 A
3 IAC ヒューズ：15 A
4 PTT スイッチヒューズ：15 A
5燃料ポンプヒューズ：15 A
6ロードヒューズ：60 A
7メインヒューズ：60 A
8予備ヒューズ：60 A
9予備ヒューズ：30 A
0予備ヒューズ：15 A

9 0

予備ヒューズ 9 と 0 は、ヒューズ
ボックスカバーの裏側にあります。

ヒューズが切れたときは、原因を調べ
て、直してから、指定容量のヒューズ
と交換してください。
原因がわからないときは、スズキ取扱
店で点検を受けてください。
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トラブルと対処

水没船外機の処置
万一、船外機を水中に落としたときは、エ
ンジンを完全に分解し、整備をしなければ
なりません。
処置が遅れると、エンジンに致命的な損傷
を与えることになります。
水中に落としたときは、応急手当として次
の処置をしてください。

1. 船外機をできるだけ早く、水中から引
き上げてください。

2. 船外機を真水で洗浄し、塩分、泥等の
汚れを取り除いてください。

3. スパークプラグを取り外してくださ
い。
フライホイールカバーを取り外してく
ださい。
図示のように適切な工具を用いて、フ
ライホイールを左に回し、シリンダー
内に入った水を排出してください。

4. エンジンオイルに水の混入がないかを
点検してください。
水が混入している場合は、エンジンオ
イルドレンプラグを取り外し、オイル
を排出してください。
オイルを排出した後、ドレンプラグを
締め付けてください。

5. エンジンオイルを各スパークプラグ穴
から注入してください。
適切な工具を用いて、フライホイール
を左に回し、エンジン内部の各部品に
オイルを行きわたらせてください。

6. 即刻、スズキ取扱店に持ち込み、エン
ジンの分解・整備を依頼してください。
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仕様諸元

仕様諸元20

機　　種

項　　目
DF100C DF115B DF140B

全　長　×　全　幅　×　全　高 828mm×520mm×1624mm（トランサム：Ｌ）

ト　ラ　ン　サ　ム　高　さ 534mm（トランサム：Ｌ）

重  量 （ト ラ ン サ ム：Ｌ） 191kg 189kg

船　　外　　機　　 型　　式 10005F 11506F 14005F

最　　　　大　　　　出　　　　力 73.6kW(100PS)
/5500r/min

84.6kW(115PS)
/5500r/min

103.0kW(140PS)
/6000r/min

全　開　使　用　回　転　範　囲
5000 － 6000r/min

5700 － 6300
r/min

エ　　　ン　　　ジ　　　ン ４サイクル

シリンダー数 ×内径× 行程 ４ ×86mm×88mm

総　　　排　　　気　　　量 2045cm3 (2045cc)

排　　　気　　　方　　　式 水中排気（プロペラボス排気）

冷　　　却　　　方　　　式 直接水冷式（ゴムインペラ）

燃　料　供　給　シ　ス　テ　ム エレクトロニック フューエルインジェクション

潤　　　滑　　　方　　　式 トロコイド式強制圧送

始　　　動　　　方　　　式 電動スターター

点　　　火　　　方　　　式 フルトランジスターイグニッション

ス　パ　ー　ク　プ　ラ　グ NGK LKR6E

プ　ロ　ペ　ラ　回　転　方　向 右（前進時、後方から見て）

エ   ン   ジ   ン   オ   イ   ル ･ 4 サイクルモーターオイル
･ API 分類：SG 級以上
･ SAE 規格：10Ｗ － 40、10Ｗ － 30

エ ン ジ ン オ イ ル 規 定 量 5.5L

ギ　ヤ　オ　イ　ル スズキ純正
「スズキアウトボードモーターギヤオイル」
または
ハイポイドギヤオイル SAE90、
　　　　　API 分類 GL-5 相当品

ギ　ヤ　オ　イ　ル　規　定　量 1050ml

使　　　用　　　燃　　　料 無鉛レギュラーガソリン
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製品についてのご相談、ご要望は

製品のことやアフターサービスなどについてのご相

談、ご要望がありましたら、お買い上げいただきまし

たスズキ販売店、または次ページに記載されている、

お近くのスズキ特約店にご相談ください。

スズキ株式会社の窓口は ………

〒 432-8611　静岡県浜松市中央区高塚町 300 番地

  
お客様相談室

電話：フリーダイヤル

0120-402-253

受付時間

9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00

※弊社お客様相談室におけるお客様の個人情報の取り扱いについ

ては、スズキ株式会社ホームページにて掲載していますのでご

覧ください｡ (https://www.suzuki.co.jp)

①製品名及び型式、製造番号①製品名及び型式、製造番号

②ご購入年月日②ご購入年月日

③ご相談内容③ご相談内容

④お客様のご住所、お名前、電話番号④お客様のご住所、お名前、電話番号

お客様のご相談に対して的確な判断と迅速な処理をお客様のご相談に対して的確な判断と迅速な処理を

するために次の事項を必ずご確認のうえ、ご相談くだするために次の事項を必ずご確認のうえ、ご相談くだ

さい。さい。
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府県名 特約店名 電話番号 所 在 地

北海道 ( 株 ) スズキマリン 北海道営業所 011-712-6201 札幌市東区北 30 条東 1 丁目 1-44

青　森 ( 株 ) スズキ自販青森 017-781-5114 青森市石江字高間 47-1

岩　手 ( 有 ) スズキ船外機商会 0194-53-5181 久慈市長内町 37-21-11

宮　城 ( 株 ) スズキマリン 東北営業所 022-284-8310 仙台市宮城野区扇町 5 丁目 11-3

宮　城 気仙沼スズキ販売 0226-23-1437 気仙沼市田谷 20-11

神奈川 ( 株 ) スズキマリン 関東営業所 045-958-2101 横浜市旭区川井本町 105-2

静　岡 ( 株 ) スズキマリン スズキマリーナ浜名湖 053-578-2452 湖西市新所 4494-90

愛　知 ( 株 ) スズキマリン スズキマリーナ三河御津0533-76-3521 豊川市御津町御幸浜 1号地 1番 25

愛　知 ( 株 ) スズキマリン 中部営業所 052-613-5656 名古屋市南区元塩町 6-24

富　山 ( 株 ) スズキマリン スズキマリーナ富山 0766-86-3750 射水市新堀 39

兵　庫 ( 株 ) スズキマリン 関西営業所 078-978-6010 神戸市西区伊川谷町有瀬 1567 番地 1

岡　山 東中国スズキ自動車 ( 株 ) 086-424-8600 倉敷市沖 8-1

香　川 ( 株 ) スズキマリン 四国営業所 087-881-7830 高松市鬼無町山口 703-1

広　島 ( 株 ) スズキマリン 中国営業所 082-424-1144 東広島市西条中央 4 丁目 10-48

熊　本 ( 株 ) スズキマリン 九州営業所 0964-54-2120 宇城市三角町戸馳 11

熊　本 ( 株 ) スズキマリン スズキマリーナ熊本 0964-53-0714 宇城市三角町戸馳 11

大　分 岡田モーター販売 ( 資 ) 0972-22-0789 佐伯市中の島 2-21-24

沖　縄 ( 株 ) スズキ自販沖縄 098-874-7777 浦添市港川 252-7
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点検・整備記録表

＊点検の内容は、この取扱説明書の「定期点検」の章に記載してあります各項目に
従ってください。

＊その他の整備を行った場合は、整備の主内容を次ページにご記入してください。
＊点検整備は、お客様の費用と責任で行ってください。

定期点検

点検時期 実施販売店  実施者氏名 実施日

初回 20 時間目 ・   ・   ・

6 ヶ月目 ・   ・   ・

12 ヶ月（１年）目 ・   ・   ・

18 ヶ月目 ・   ・   ・

24 ヶ月（2 年）目 ・   ・   ・

30 ヶ月目 ・   ・   ・

36 ヶ月（3 年）目 ・   ・   ・

42 ヶ月目 ・   ・   ・

48 ヶ月（4 年）目 ・   ・   ・

54 ヶ月目 ・   ・   ・

60 ヶ月（5 年）目 ・   ・   ・

66 ヶ月目 ・   ・   ・

72 ヶ月（6 年）目 ・   ・   ・
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その他の整備

整備内容 実施販売店  実施者氏名 実施日

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・

・   ・   ・



製      作

不　許　複　製　

2025 年 8月
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